
令和５年第３回当別町議会定例会一般質問通告一覧 

令和５年９月定例会 

順序 議員名 要 旨 

１番 
芳形 幸夫 

（一問一答方式） 

１ 町の農業政策について 

【質問のねらい】 

水田活用交付金の畑地化申請で１次採択を受け、２次採択に向けて町

の農業政策を質す。 

【質問項目】 

(1) ６月の一般質問で農業者の現況・状況を知るも畑地化申請の１次採

択を受け２次採択へ向けて、あらためてどのような見通しを想定し

ているか伺う。 

(2) １次の不採択者に対して町はどのような支援策・対応策の考えてい

るのか伺う。 

２ コロナ対応について 

【質問のねらい】 

当別町のコロナ対応について感染状況の把握と医療機関・介護施設・

教育機関へ情報の周知徹底を質す。 

【質問項目】 

(1) 町民の命の安心・安全を確保してくれる医療機関において、コロナ

感染者の発生が毎日増えているときく、コロナ感染状況の把握方法

と医療機関・介護施設・教育機関へ情報の周知徹底および町民への

予防周知徹底について町の考えを伺う。 

３ 現行の健康保険証の廃止について 

【質問のねらい】 

健康保険証の廃止については多くの国民が反対や不安を訴えている、

現行の健康保険証の継続を要望するが見解を質す。 

【質問項目】 

(1) マイナンバーカード一体化に伴う健康保険証の廃止については、「撤

回するべき」「延期するべき」との世論調査結果が報道されている。

トラブル多発防止という事からも、強制でなく任意という事からも

現行の健康保険証の継続を要望するが町の考えを伺う。 

４ 通院困難者の送迎サービスについて 

【質問のねらい】 

高齢化が進み移動方法に不便な通院困難者が増えている、通院に伴う

個人負担の軽減について質す。 

【質問項目】 

(1) 移動方法に不便を伴う通院困難者が増えている、高齢化・物価高騰・

年金削減の厳しい状況下では「病院に行きたいけど交通費・生活費

で大変」との声が多く移動方法に不便な通院困難者に何らかの移動

サービスの提供・移動費の補助を要望するが伺う。 

５ 風力発電について 

【質問のねらい】 

風光明媚な当別町に風力発電建設問題が起きて３年が経過、これまで

の経緯・経過により今後の町の意向を質す。 



【質問項目】 

(1) 上当別から弁華別の山の峰に大型風力発電 12 基の建設計画があり

配慮書縦覧から３年が経過。我が町は札幌の隣町・交通の便・豊か

な自然・町独自の住宅助成金により人口が増加、しかし風力発電は

健康被害・自然破壊等の問題があり多くの町民が建設反対の声をあ

げている。あらためて町の見解を伺う。 

(2) ここにきて事業者は建設計画を進めようとしている、風力発電を考

える当別町民の会は７項目の質問と説明会開催を２度要請も回答が

ない。国土利用計画法違反・子会社解散・説明会議事録削除など疑

念が多くあらためて町の見解を伺う。 

２番 
佐藤  立 

（一問一答方式） 

１ 効果的で魅力ある子育て支援を実現する当別町のこども施策 

【質問のねらい】 

こども家庭審議会など国の検討は現在も続き、当初秋までと見込まれ

ていたこども大綱の閣議決定が 12月にずれ込む予定である。国の動向に

よって、当別町の機動的な政策判断に遅れが生じる懸念がある。 

【質問項目】 

(1) 効果的で魅力ある子育て支援を実現する当別町のこども施策の全庁

的な検討状況を伺う。 

(2) 当別町は、国の政策との整合性に配意して国の検討状況を注視して

きたところだが、どのような点に留意し、何を注視してきたのか、

具体的に伺う。 

(3) 当別町の令和６年度当初予算には、町の特性を踏まえた効果的で魅

力ある子育て支援を実現する具体的な事業のための経費が計上され

るのか、今後の検討スケジュールを含め伺う。 

２ 町外へ通学する障がい児の通学支援 

【質問のねらい】 

町外へ通学する障がい児の通学支援について、地域生活支援事業の移

動支援事業を拡充する方向で検討が進められていることが 2022 年９月

定例会で示されたものの現時点では実現にいたっていない。 

【質問項目】 

(1) 障がい児の通学支援について、2022 年９月定例会以降の検討状況と

現時点で実現に至っていない理由を伺う。 

(2) 障がい児の通学支援は、その性格上きわめて重要度が高いものであ

り、速やかに実施することが必要と考えるが、町長の所見を伺う。 

３ 当別町の地域振興における当別高校の位置づけ 

【質問のねらい】 

令和５年度現在、欠員が 71 名であることから今後当別高校の在り方に

ついての検討が行われることが想定される。 

【質問項目】 

(1) 当別高校は当別町の地域振興に不可欠の存在であると考えるが、町

長の所見を伺う。 

３番 
角田 広佑 

（一問一答方式） 

１ 個別避難計画の策定について 

【質問のねらい】 

災害時要配慮者に対する「個別避難計画」の策定が市町村の努力義務

とされているが、町の進捗状況について伺う 



【質問項目】 

(1) 令和３年の災害対策基本法の一部改正において、災害時要配慮者に

対する個別避難計画の策定が市町村の努力義務とされている。当別

町では「令和５年度より着手予定」とされているが、現所の進捗状

況について伺う。 

２ 公共施設における高温対策とヘルスケアについて 

【質問のねらい】 

今夏における連日の気温上昇は、町内の非冷房公共施設における対策

が急務となった。熱中症のリスクやヘルスケアに対する考えを問う。 

【質問項目】 

(1) 今夏は７月から気温が高まり、８月には観測史上最高気温を記録す

るなど、酷暑の日々だったが、非冷房公共施設、特に町庁舎の室内

気温の上昇は、職員や来庁者の健康を害するに値するものと感じる

ものであった。庁舎移転議論が進む中、毎年起こることが予想され

る高温に対する対策をどのように考えているかを問う。 

(2) 上記に併せて、町内小中学校も非冷房であり、通学している小中学

生、教職員においても同様に、大変過酷な環境での授業を余儀なく

されたと聞いている。児童、生徒はもちろん、教職員の熱中症対策

やヘルスケアの観点から、各教室に冷涼な環境を整備する措置を講

ずる必要があると考えるが、いかがか。 

４番 
山﨑 公司 

（一問一答方式） 

１ チャットＧＰＴについて 

【質問のねらい】 

 町として、７月 21 日チャットＧＰＴを職員の業務に使う全庁での実証

試験を９月末まで行うと発表されている。成功する為にどの様に対応し

ていくのか質す。 

【質問項目】 

(1) 道内、一番手として全庁的な実証試験を導入した主な目的と実証試

験及びチャットＧＰＴのゴールは何か。実証試験の成功基準はどの様

に定義されているか伺う。 

(2) 試行取り組みに当たり、個人情報等の保護の為条例改正の必要性は

ないのか伺う。 

(3) 実証試験の予算とコストはどの程度かかっているか。コストを改善

する為の対策は検討されているか伺う。 

(4) 今回、利用ガイドラインの作成にあたり、外部有識者の意見等は聴

取したのか伺う。 

(5) ユーザーデータの情報セキュリティとプライバシー保護はどの様に

確保されているか。対策の徹底はどのように実施されているのか伺

う。 

(6) 実施試行中の各職員のプロンプトは、明確な目標と方法に詳しい状

況説明が欠かせないが有効活用の為の知識、経験の蓄積やプロンプト

技術の学習はどのように行っているか伺う 

(7) ２ヶ月程度の実証試験でアンケート・ヒアリング等で職員が業務効

率向上をどのように実感出来たのか。また業務利用での課題や問題点

等は、無かったのか伺う。 

(8) 実証試験後、本格的な導入に当たり、何を最優先として考えている



のか伺う。 

(9) 教育委員会として、各小中学校に対しどの様な指導をしているのか。

特に夏休みの課題作文などの提出の対応は具体的にどうであったの

か伺う。 

２ 自転車乗用時のヘルメット着用について 

【質問のねらい】 

今年４月、改正道路交通法が施行され自転車ヘルメットの着用が全て

の年齢で努力義務となった。安全面から着用すべきと考える。児童・生

徒の着用実態とどの様な安全指導を行っているか質す。 

【質問項目】 

(1) 全ての年齢で自転車のヘルメット着用義務をどう考えているのか伺

う。 

(2) 町民に対し、ヘルメット着用の推進を図ることも必要ではないか。

特にこどもの頃から着用に慣れることも重要と考えるが伺う。 

(3) 小中学校の通学の為、利用者の実態は確認しているか。又安全指導

は行っているか伺う。 

(4) 児童・生徒のヘルメットの着用率の実態について伺う。 

(5) 小中学生にヘルメットの無償貸与は出来ないか。あるいは、購入費

を補助する事は出来ないか伺う。 

３ 西当別地区に学校プールの設置を 

【質問のねらい】 

今年の夏は史上最も暑い異常気象であった。子ども達の体力向上・夏

の健康管理の為に町民・移住者の声としてプールの必要性を多く聞かれ

るようになり、学校プールの設置を質す。 

【質問項目】 

(1) とうべつ学園水泳プールの利用状況を伺う。 

(2) 小中学生の水泳授業の状況と一貫校・西当別小・中学校の利用状況

を伺う。 

(3) 子供達の体力向上・夏の健康管理の為に西当別地区の町民の声・移

住者の声として、プールの必要性を多く聞かれる様になった。この

ような声の現状認識を伺う。 

(4) 学校教育は、町内どこに住んでいても平等であるべきと思うがどの

ような考えか伺う。 

(5) 西当別地区の子供達の中には、あいの里のスイミングスクールに多

く参加している。実情の把握について伺う。 

(6) このような状況下、具体的に学校プールが必要ではないか伺う。 

 

 

【計４人、２時間００分（１人３０分計算）】 

 

 

 

 

 

 

 


